
放
送
大
学
は
２
０
１
４
年

度
よ
り
大
学
院
博
士
後
期
課

程
を
設
置
し
、
同
年
10
月
よ

り
学
生
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
ま
す
。
地
域
社
会
・
職
場

等
に
お
け
る
課
題
解
決
へ
の

取
り
組
み
を
担
う
人
々
を
指

導
し
得
る
高
度
な
社
会
人
研

究
者
の
養
成
を
行
い
ま
す
。

生
活
健
康
科
学
、
人
間
科

学
、
社
会
経
営
科
学
、
人
文

学
、
自
然
科
学
の
５
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
入
学
定
員
は

10
名
で
す
。

２
０
１
４
年
度
の
入
学
の

時
期
は
10
月
で
す
（
２
０
１

５
年
度
以
降
は
4
月
）
。
入

学
試
験
は
、
第
1
次
選
考

（
筆
記
試
験
）
の
合
格
者
に

対
し
て
第
2
次
選
考
（
面
接

試
問
）
を
実
施
し
、
合
格
者

を
決
定
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
の
出
願
期

間
は
、
4
月
11
日
～
4
月
25

日
で
す
。
詳
し
く
は
「
放
送

大
学
大
学
院
博
士
全
科
生
学

生
募
集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

２
０
１
３
年
度
学
位
記
授

与
式
、
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
が
左
記
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

全
国
の
卒
業
生
・
修
了
生

は
３
０
９
５
名
（
学
部
２
７

８
５
名
、
大
学
院
３
１
０
名
）
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属
の

卒
業
生
・
修
了
生
は
１
２
５

名
（
学
部
１
１
１
名
、
大
学

院
14
名
）
で
す
。
２
０
１
３

年
9
月
の
卒
業
生
・
修
了
生

の
方
も
出
席
で
き
ま
す
。

【
学
位
記
授
与
式
】

日
時

3
月
21
日
（
金
）

11
時
～
12
時

場
所

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
渋
谷
区
神
南
２
―
２
―
１
）

【
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
】

日
時

3
月
21
日
（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
「
鶴
の
間
」
（
千
代
田

区
紀
尾
井
町
４
―
１
）

平
成
25
年
度
第
２
学
期
生

涯
学
習
奨
励
賞
の
授
与
式
が

3
月
23
日
（
日
）
13
時
半
か

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
賞
の

受
賞
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
金
賞
）

岡
里
順
子
、
加
治
原
二
仁
、

田
中

修
、
山
田
之
人

（
銀
賞
）

荒
川
廣
子
、
岡
安
孝
一
、

金
坂
祐
爾
、
川
面
よ
り
子
、

山
崎
綾
子
、
割
田
く
に
子

（
銅
賞
）

小
谷
野
雅
明

平
成
26
年
度
第
1
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
4
月
5

日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

最
終
的
に
、
全
国
の
入
学

希
望
者
は
２
９
４
３
０
名
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属
の

入
学
希
望
者
は
、
１
２
７
２

名
で
し
た
。

当
日
は
、
学
習
上
の
留
意

事
項
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
等
の
説
明
の
後
、
学

習
相
談
や
各
サ
ー
ク
ル
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
第
1
学
期
の

面
接
授
業
の
空
席
発
表
は
４

月
18
日
（
金
）
で
す
。

追
加
登
録
期
間
は
、
４
月

24
日
（
木
）
か
ら
科
目
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
追
加
登
録
受

付
期
限
日
ま
で
（
通
常
は
開

講
日
の
1
週
間
前
ま
で
）
で

す
。
空
席
状
況
は
、
学
習
セ

ン
タ
ー
の
掲
示
ま
た
は
キ
ャ

ン
パ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
４
月
か
ら
菅

野
所
長
に
よ
る
サ
ロ
ン
を
月

１
回
開
催
し
ま
す
。
気
楽
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師

菅
野
峰
明
（
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

テ
ー
マ

「
ア
メ
リ
カ
の
地

域
景
観
を
読
む
」

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
各
地

域
を
地
理
学
の
概
念
・
視
点

を
用
い
て
、
地
図
、
写
真
、

ビ
デ
オ
等
を
見
な
が
ら
、
風

景
・
景
観
を
読
む
方
法
を
解

説
し
ま
す
。
地
域
の
景
観
に

含
ま
れ
て
い
る
自
然
条
件
、

人
と
自
然
と
の
関
係
、
地
域

の
歴
史
、
文
化
等
を
読
む
方

法
を
説
明
し
ま
す
。

開
催
予
定
日
（
全
て
木
曜
日
）

４
月
24
日
、
５
月
22
日
、

６
月
19
日
、
７
月
17
日

時
間

14
時
～
15
時
半

場
所

第
２
講
義
室

第３１号 学 生 新 聞 平成２６年３月２０日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
設
置

人
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
５
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
10
月
か
ら
～
入
学
定
員
10
名

「
私
の

学
生
生
活
①
」

笹
原
誠
二

私
は
平
成
14

年

に
会
社
を
定
年
退

職
し
て
、
こ
の
放
送
大
学
に

入
学
し
た
。
40
数
年
ぶ
り
の

学
生
生
活
で
、
果
た
し
て
授

業
に
つ
い
て
行
け
る
の
か
と

心
配
が
あ
っ
た
が
、
「
案
ず

る
よ
り
産
む
が
易
し
」
で
、

11
年
で
何
と
か
５
コ
ー
ス
を

卒
業
し
、
今
は
最
後
の
６
コ
ー

ス
目
に
挑
戦
中
で
あ
る
。
今

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
入
学

し
て
か
ら
の
７
年
間
は
、
決

し
て
平
坦
な
道
程
で
は
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。

入
学
当
初
、
自
宅
の
階
段

を
踏
み
は
ず
し
、
階
下
ま
で

転
落
し
て
、
肋
骨
２
本
と
腰

骨
１
本
を
骨
折
。
２
ヶ
月
間

の
通
院
生
活
を
送
っ
た
が
、

そ
の
直
後
、
１
年
も
し
な
い

内
に
、
今
度
は
頚
椎
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
で
11
ヶ
月
間
、
週

２
回
の
通
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ

生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
間
、

右
上
半
身
の
し
び
れ
と
痛
み

で
鉛
筆
も
握
れ
な
い
毎
日
が

続
い
た
。
担
当
医
か
ら
頚
椎

の
手
術
を
勤
め
ら
れ
た
が
、

自
分
と
し
て
は
リ
ハ
ビ
リ
治

療
で
の
回
復
を
選
択
し
た
。

更
に
３
度
目
の
卒
業
を
目

前
に
し
て
、
肺
炎
菌
に
よ
る

胸
膜
炎
を
併
発
し
て
、
片
肺

は
炎
症
で
真
っ
白
、
呼
吸
困

難
の
為
、
車
で
病
院
に
到
着

し
た
時
は
39
度
の
高
熱
で
意

識
朦
朧
状
態
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
２
ヶ
月
間
の
安
静
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
私
を
闘

病
中
に
勇
気
づ
け
、
支
え
て

く
れ
た
の
は
、
共
に
学
ぶ
サ
ー

ク
ル
や
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
仲

間
達
と
そ
し
て
家
族
で
あ
っ

た
。（

以
下
次
号
へ
続
く
）

学生手帳

平
成
二
十
六
年
三
月
に
卒
業
さ

れ
る
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

放
送
大
学
へ
入
学
し
た
動
機
や

目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
爛
漫
の
春
を
前
に
、
卒
業
と

い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、

皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が
、
等
し
く
万

感
の
思
い
を
抱
か
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

面
接
授
業
で
の
睡
魔
と
の
戦
い

や
レ
ポ
ー
ト
提
出
の
苦
労
、
単
位

認
定
試
験
で
の
ご
努
力
な
ど
、
長

年
の
勉
学
の
ご
苦
労
に
対
し
、
敬

意
を
表
す
る
と
共
に
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
入
学
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
入
学
を
、
「
生
涯
学
習
社

会
」
の
出
発
点
と
捉
え
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
共
に
学
ぶ
こ
と

と
な
っ
た
皆
さ
ま
を
、
諸
手
を
挙

げ
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
図

書
室
や
視
聴
覚
室
を
存
分
に
活
用

し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、｢

学
ぶ｣

と
い
う
同
じ
目
的
を

持
つ
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
多
く

の
学
生
と
交
流
を
深
め
て
、
仲
間

と
共
に
、
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
享
受
さ

れ
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
、

卒
業
・
修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

放
送
大
学
創
立
三
十
周
年
の

平
成
二
五
年
度
の
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
所
属
の
卒
業
・
修
了
生

は
一
二
五
名
で
、
そ
の
内
訳
は

学
部
一
一
一
名
、
大
学
院
一
四

名
で
す
。
卒
業
・
修
了
生
は
多

く
の
困
難
を
克
服
し
て
卒
業
、

修
了
し
た
の
で
す
か
ら
喜
び
も

一
入
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
そ
し
て

Ｄ
Ⅴ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
で
放
送
科
目
を
視

聴
し
な
が
ら
、
教
科
書
を
開
い

て
勉
強
を
続
け
て
、
難
し
い
と

言
わ
れ
る
放
送
大
学
の
単
位
認

定
試
験
に
合
格
し
、
卒
業
に
必

要
な
単
位
を
修
得
し
た
結
果
、

卒
業
に
至
っ
た
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
卒
業
生
の
中
に
は
、

複
数
の
専
攻
・
コ
ー
ス
を
卒
業

さ
れ
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が

設
け
て
い
る
生
涯
学
習
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
た
方
々
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
の
知
的
好
奇
心

と
向
学
心
に
も
、
頭
が
下
が
り

ま
す
。

平
成
二
六
年
度
第
一
学
期
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
入
学
者

は
一
二
七
二
人
で
す
。
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
百
人
あ
ま
り

減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
卒

業
を
目
指
す
全
科
履
修
生
は
ニ

七
八
人
、
選
科
履
修
生
は
四
八

二
人
、
科
目
履
修
生
は
二
六
七

人
で
す
。
ま
た
、
入
学
者
の
う

ち
で
六
割
に
近
い
、
七
二
一
人

は
い
わ
ゆ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ

り
ま
し
て
、
さ
ら
に
勉
強
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち

で
あ
り
ま
す
。

い
つ
で
も
学
び
た
い
と
き
に

学
べ
る
大
学
が
放
送
大
学
で
す
。

放
送
大
学
で
知
の
世
界
を
経
験

し
、
皆
さ
ん
が
知
的
生
活
を
享

受
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
養
学
部
の
六
つ

の
コ
ー
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
員
も

八
人
に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の
皆
さ

ん
の
種
々
の
相
談
に
応
ず
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
是
非
、
学
習
相
談
を
活
用

し
て
下
さ
い
。

京
都
駅
に
程
近
い
キ
ャ
ン

パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
の
三
階
に

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

は
あ
り
、
私
た
ち
の
よ
う
に

県
外
か
ら
訪
れ
る
者
に
と
っ

て
も
地
の
利
は
最
高
で
あ
る
。

こ
こ
で
２
月
15
日
（
土
）
～

16
日
（
日
）
の
両
日
、
放
送

大
学
同
窓
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。
近

畿
地
区
は
京
都
・
大
阪
・
兵

庫
・
奈
良
・
滋
賀
・
和
歌
山

の
２
府
４
県
で
、
こ
れ
に
香

川
と
連
合
会
役
員
が
合
流
し

た
。一

日
目
は
四
階
講
義
室
を

借
り
て
開
催
さ
れ
た
「
放
送

大
学
の
学
び
を
伝
え
る
会
」

に
参
加
し
た
。
こ
の
会
は
毎

年
京
都
同
窓
会
が
主
催
、
学

習
セ
ン
タ
ー
が
後
援
し
て
行

な
わ
れ
今
年
で
７
回
を
数
え

て
い
る
。
内
容
は
、
瀬
戸
口

列

司

先

生

の

特

別

講

演

「
『
若
狭
湾
津
波
』
神
話
：

形
成
と
崩
壊
」
と
研
究
発
表

と
が
行
な
わ
れ
た
。
研
究
発

表
は
い
ず
れ
も
修
士
論
文
で
、

田
良
氏
「
作
業
療
法
と
教
育

課
程
―
教
科
書
比
較
」
、
水

谷
氏
「
相
対
湿
度
と
水
蒸
気

圧
の
変
化
」
、
長
谷
川
氏

「
淀
川
に
於
け
る
ノ
ウ
ル
シ

の
生
育
環
境
と
個
体
群
動
態
」

の
３
題
で
あ
っ
た
。

会
場
に
は
藤
原
勝
紀
セ
ン

タ
ー
所
長
を
始
め
先
生
方
や

学
生
さ
ん
同
窓
生
な
ど
、
そ

れ
に
地
区
交
流
会
の
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
っ
て
１
０
０
名
近
い

聴
衆
が
会
場
を
埋
め
た
。
セ

ン
タ
ー
所
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
津
野
同
窓
会
長
が
和
服

姿
で
挨
拶
さ
れ
、
京
都
ら
し

く
始
ま
っ
た
。
会
の
内
容
は

ど
れ
も
興
味
深
く
、
最
後
に

各
先
生
の
講
評
も
あ
っ
て
、

盛
会
の
う
ち
に
一
日
目
が
終

了
し
た
。

二
日
目
は
、
三
階
の
学
習

セ
ン
タ
ー
で
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
が
開
催
さ
れ
た
。
和
歌
山

を
除
く
５
同
窓
会
と
香
川
・

連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
約
25
名

に
よ
り
、
問
題
点
や
今
後
の

展
望
な
ど
４
時
ま
で
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
回
、
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
、
三
階
ワ
ン
フ
ロ

ア
で
は
あ
る
が
、
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
た
学
生
サ
ー
ク
ル
・

同
窓
会
の
展
示
物
や
掲
示
物

に
は
、
古
都
の
歴
史
を
背
負
っ

た
重
さ
や
―
少
し
歩
け
ば
東

本
願
寺
・
名
勝
渉
成
園
―
芳

醇
な
文
化
の
香
り
と
共
に
、

深
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

そ
し
て
い
つ
も
な
が
ら
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
地
の

利
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
恵
ま
れ

た
環
境
に
感
謝
し
つ
つ
、
Ｃ

Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
活
動
を
更
に

充
実
す
る
た
め
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
発
表
会

の
実
現
に
心
を
馳
せ
、
京
都

を
後
に
し
た
。

京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

ご
卒
業
並
び
に
ご
入
学
を
祝
し
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

２
０
１
３
年
度

学
位
記
授
与
式
お
よ
び

卒
業
・
修
了
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
開
催

生
涯
学
習
奨
励
賞授

与
式

面
接
授
業
の

追
加
登
録
に
つ
い
て

平
成
26
年
度

第
１
学
期

入
学
者
の
集
い
開
催

Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
は

放
送
大
学
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ

交
流
会
は
、
各
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
学
習
セ
ン
タ
ー

が
一
体
と
な
っ
て
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
い

学
び
の
場
と
し
て
ゆ
こ
う

と
い
う
目
的
の
下
、
結
成

さ
れ
た
団
体
で
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

探
訪
コ
ー
ナ
ー

京都学習センター

文
化
祭
「
京
（
み
や
こ
）
祭
」

祝
卒
業
・
祝
入
学

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
野
峰
明

菅
野
所
長
の
サ
ロ
ン

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催



４
月
４
日
（
金
）

「
上
野
動
物
園
散
策
と
花
見
」

東
京
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に

AM
10
時
集
合

弁
当
・
飲
物
持
参

５
月
21
日
（
水
）

オ
ペ
ラ｢

テ
ン
ぺ
ス
ト｣

観
賞

新
国
立
劇
場
「
京
王
新
線
：

初
台
駅
下
車
」
12
時
集
合
、

昼
食
後
オ
ペ
ラ
を
観
賞

６
月
19
日
（
木
）

①

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
（
東
京
芸
大
）
AM
11
時
～

12
時

１
０
０
０
円

②

昼
食
後
「
法
隆
寺
展
」

東
京
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に

AM
10
時
集
合

定
例
会･

勉
強
会
＝

毎
月
第
２
火
曜
日
13
時
～

4
月
８
日
、
５
月
13
日

パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

イ
ベ
ン
ト

４
月
１
日

大
宮
公
園
の
お
花
見

4
月
10
日
、
24
日

5
月
８
日
、
22
日

毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日

時
間

13
時
～
16
時
30
分

定
例
勉
強
会

4
月
12
日
（
土
）
19
日
（
土
）

時
間

午
前
10
時
～
17
時

4
月
初
心
者

準
備
期
間

5
月
初
心
者
基
礎
コ
ー
ス

4
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、

22
日

5
月
13
日
、
20
日
、
27
日

毎
週
火
曜
日
、

10
時
30
分
～
12
時
予
定

4
月
５
日
（
土
）

サ
ー
ク
ル
案
内
の
場
で
叢
書
・

放
送
大
学
グ
ッ
ズ
販
売

若
松
編
集
長
が
目
の
手
術

で
編
集
作
業
を
お
休
み
中
。

し
か
し
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
得
て
、
無
事
に
発
行
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
次
号
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
冬
）

第３１号 学 生 新 聞 平成２６年３月２０日2

第
38
回
世
界
遺
産
会
議
は

カ
タ
ー
ル
国
の
首
都
ド
ー
ハ

で
２
０
１
４
年
６
月
中
旬
頃

開
催
予
定
で
あ
り
、
「
富
岡

製
糸
及
び
絹
産
業
遺
跡
群
」

は
、
世
界
遺
産
登
録
審
査
対

象
に
な
っ
て
い
る
。

「
富
岡
製
糸
場
」
は
群
馬

県
富
岡
市
に
在
り
、
平
成
17

年
に
国
の
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
、
現
在
富
岡
市
が

管
理
し
て
い
る
。

１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）
、

明
治
維
新
政
府
の
重
要
政
策

は
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業

で
あ
り
、
殖
産
興
業
政
策
の

柱
の
一
つ
と
さ
れ
た
の
は
官

営
の
模
範
製
糸
場
の
設
立
で

あ
っ
た
。
設
立
の
目
的
は
、

我
が
国
か
ら
大
量
の
生
糸
輸

出
に
伴
っ
て
横
行
し
た
生
糸

の
粗
製
濫
造
を
正
し
、
製
糸

業
の
近
代
化
を
図
る
と
と
も

に
、
良
質
で
大
量
の
生
糸
生

産
が
で
き
る
態
勢
を
確
立
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
具

体
的
方
策
は
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ

現
在
の
富
岡
製
糸
場
跡

パ
の
製
糸
機
械
の
導
入
、
②

指
導
者
と
し
て
製
糸
技
術
者

を
雇
う
こ
と
、
③
日
本
各
地

か
ら
工
女
を
募
集
し
製
糸
に

携
わ
る
と
共
に
、
製
糸
技
術

及
び
機
械
操
作
普
及
の
基
幹

要
員
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
任
を
受
け
た
大
蔵
省

の
渋
沢
栄
一
は
駐
日
フ
ラ
ン

ス
公
使
館
と
相
談
し
、
当
時

フ
ラ
ン
ス
の
貿
易
商
社
で
生

糸
検
査
人
と
し
て
抜
群
の
活

躍
を
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
を
紹
介

さ
れ
た
。
政
府
は
１
８
７
０

年
（
明
治
３
年
）
ブ
リ
ュ
ナ

と
仮
契
約
を
結
び
、
製
糸
場

建
設
地
の
選
定
を
行
う
と
と

も
に
、
製
糸
場
の
規
模
・
所

要
人
員
・
経
営
方
針
等
を
含

め
た
計
画
書
の
提
出
を
求
め

た
。
計
画
書
を
承
知
し
た
政

府
は
同
年
、
ブ
リ
ュ
ナ
と
正

式
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
。

な
お
富
岡
製
糸
場
の
初
代

場
長
は
渋
沢
栄
一
の
従
兄
で

あ
る
尾
高
惇
忠
で
、
そ
の
人

と
な
り
は
厳
し
い
が
公
平
で
、

雇
っ
た
工
女
の
給
食
を
自
ら

試
食
し
、
不
具
合
を
是
正
さ

せ
る
な
ど
温
情
に
満
ち
た
場

長
で
あ
っ
た
。

富
岡
の
土
地
が
製
糸
場
と

し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
①
輸

出
港
横
浜
ま
で
の
距
離
が
短

い
、
②
周
り
が
養
蚕
の
産
地

で
良
い
繭
が
入
手
し
易
い
、

③
上
質
の
水
が
豊
富
に
使
用

で
き
る
等
が
、
そ
の
理
由
で

あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ナ
は
フ
ラ

ン
ス
人
建
築
家
の
エ
ド
モ
ン

ド
・
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
を
雇
い

入
れ
、
自
ら
の
構
想
に
基
づ

く
設
計
図
作
成
を
指
示
し
て

フ
ラ
ン
ス
ヘ
一
時
帰
国
し
、

製
糸
機
械
・
蒸
気
エ
ン
ジ
ン

の
入
手
や
製
糸
技
術
者
の
採

用
に
あ
た
っ
た
。

ブ
リ
ュ
ナ
の
設
計
図
に
基

づ
く
建
設
資
材
の
調
達
・
検

討
が
行
わ
れ
、
主
要
な
建
物

は
木
骨
レ
ン
ガ
造
と
し
、
現

地
で
入
手
可
能
な
資
材
を
使

用
す
る
こ
と
に
し
た
。
主
要

資
材
の
長
大
な
木
材
は
近
く

に
あ
る
妙
義
山
の
杉
・
檜
を

予
定
し
た
が
、
地
元
民
は

「
ご
神
木
を
毛
唐
の
工
場
建

設
に
使
う
と
は
許
せ
な
い
」

と
猛
反
対
を
し
た
。
ま
た
、

富
岡
の
土
で
レ
ン
ガ
や
瓦
を

焼
き
、
レ
ン
ガ
の
目
地
と
し

て
セ
メ
ン
ト
が
手
に
入
ら
な

い
の
で
漆
喰
を
用
い
た
。
設

立
主
任
の
立
場
の
尾
高
は
、

建
設
資
材
確
保
の
た
め
県
内

各
地
に
赴
き
総
指
揮
を
と
っ

た
。建

物
の
骨
格
が
仕
上
が
っ

た
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）

３
月
、
政
府
は
工
女
の
募
集

を
始
め
た
。
し
か
し
、
異
人

が
ぶ
ど
う
酒
を
飲
む
の
を
見

て
、
人
の
生
き
血
を
飲
ん
で

い
る
と
の
風
評
が
立
ち
、
必

要
な
人
員
は
思
う
よ
う
に
集

ま
ら
な
か
っ
た
。
紆
余
曲
折

を
経
て
、
よ
う
や
く
創
業
開

始
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
11

月
で
あ
っ
た
。

参
考
ま
で
に
、
こ
の
１
８

７
２
年
は
、
新
橋
・
横
浜
間

に
鐵
道
が
開
通
し
た
年
で
あ

る
。

（
続
く
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

間
も
な
く
爛
漫
の
春
。
桜

の
花
を
訪
ね
て
中
山
道
の
プ

チ
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

起
点
は
山
手
線
駒
込
駅
。

駅
を
出
て
本
郷
通
り
を
左
手

に
行
き
ま
す
と
、
柳
沢
吉
保

が
自
ら
の
下
屋
敷
と
し
て
造

営
し
た
六
義
園
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
枝
垂
れ
桜
も
見
事
。

柳
沢
吉
保
が
北
村
季
吟
か
ら

古
今
和
歌
集
伝
授
を
受
け
、

庭
園
を
造
形
し
た
こ
と
は
皆

さ
ま
ご
承
知
の
通
り
。

本
郷
通
り
を
歩
き
続
け
る

と
、
朱
塗
り
の
赤
門
が
あ
る

東
京
大
学
に
到
着
し
ま
す
。

こ
こ
は
加
賀
「
金
沢
藩
」
の

上
屋
敷
跡
。
加
賀
藩
の
江
戸

屋
敷
は
中
山
道
沿
い
に
上
、

中
、
及
び
下
屋
敷
と
造
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
板
橋

区
加
賀
町
の
桜
も
見
事
で
す
。

こ
こ
で
通
り
を
渡
り
、
逆

方
向
に
歩
い
て
み
ま
す
。
10

分
ほ
ど
歩
く
と
、
豊
島
区
立

駒
込
小
学
校
近
く
に
、
染
井

よ
し
の
桜
の
里
公
園
と
染
井

稲
荷
神
社
に
到
着
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
と
は
別
に
、
駒

込
駅
北
口
に
は
染
井
吉
野
桜

記
念
公
園
と
染
井
神
社
が
あ

り
、
神
社
の
境
内
に
は
「
染

井
吉
野
桜
発
祥
之
里
」
の
記

念
碑
が
あ
り
ま
す
。
染
井
吉

野
桜
の
由
来
で
す
が
、
江
戸

城
内
庭
師
と
し
て
徳
川
吉
宗

に
寵
愛
さ
れ
た
染
井
の
植
木

屋
・
伊
藤
家
４
代
目
の
伊
兵

衛
政
武
が
、
当
時
と
し
て
は

珍
し
い
交
配
の
技
術
を
使
っ

て
誕
生
さ
せ
た
と
い
う
説
が

有
力
で
す
。

染
井
稲
荷
神
社
隣
に
あ
る

真
言
宗
西
福
寺
の
桜
を
横
目

に
坂
を
下
っ
て
、
染
井
商
店

街
を
歩
き
、
突
き
当
た
り
を

左
に
曲
が
り
ま
す
。
15
分
ほ

ど
歩
い
て
交
差
点
を
右
に
曲

が
る
と
、
５
分
で
東
京
ゲ
ー

テ
記
念
館
で
す
。
見
学
が
可

能
な
よ
う
で
す
が
、
私
は
名

前
を
聞
い
た
だ
け
で
胃
が
捩

れ
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
、

素
通
り
し
ま
す
。
ま
も
な
く

本
郷
通
り
、
左
前
方
に
王
子

の
飛
鳥
山
が
目
に
入
り
ま
す
。

見
所
は
紙
の
博
物
館
、
飛
鳥

山
博
物
館
、
渋
沢
史
料
館
、

そ
し
て
桜
の
見
事
な
こ
と
。

こ
こ
で
も
徳
川
吉
宗
と
染
井

吉
野
桜
の
繋
が
り
が
見
て
取

れ
ま
す
。

王
子
の
地
名
は
、
古
く
は

岸
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
土
地

に
、
鎌
倉
時
代
後
期
、
紀
伊

牟
婁
郡
熊
野
若
一
王
子
（
に
ゃ

く
い
ち
お
う
じ
）
を
勧
請
し

た
こ
と
か
ら
王
子
村
と
改
称

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
王
子
神
社
、
そ
し

て
王
子
の
狐
で
有
名
な
小
字

岸
町
の
王
子
稲
荷
神
社
が
あ

り
ま
す
。
王
子
の
名
物
は
初

午
大
祭
と
火
除
け
の
奴
凧
、

葛
餅
に
小
金
饅
頭
。
し
か
し
、

音
無
川
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
東
上
線
中
板
橋
ま
で
の

両
岸
の
桜
並
木
は
見
事
で
す
。

こ
こ
で
加
賀
藩
下
屋
敷
跡
、

現
在
の
帝
京
大
学
医
学
部
と

中
山
道
板
橋
宿
が
絡
み
ま
す
。

駒
込
駅
か
ら
王
子
駅
ま
で
、

約
８
キ
ロ
の
散
歩
で
す
。

最
後
に
、
王
子
駅
北
口
の

扇
屋
で
、
王
子
土
産
の
玉
子

焼
き
な
ど
は
い
か
が
。

世
界
遺
産

「
富
岡
製
糸
場
」
➀

荒
川
良
雄

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

俳
句

春
立
ち
ぬ
ま
ず
指
の
先
な
め
ら
か
に

安
代

立
春
や
展
げ
新
譜
の
膝
拍
子

八
重
子

立
春
や
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
夜
明
け
前

明
美

ハ
チ
公
の
笠
か
ぶ
り
居
る
余
寒
か
な

光
娥

音
も
な
く
春
の
大
雪
闇
を
吸
ふ

由
美

お
つ
と
め
の
睡
魔
ひ
と
ひ
ら
花
会
式

保
子

灯
り
さ
し
頬
う
っ
す
ら
と
古
雛

規
子

竹
林
を
ゆ
さ
振
り
起
す
春
の
雪

と
く
江

し
ん
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iPS細胞に続くSTAP細胞は

日本の小保方晴子さんとい

う、わずか30歳の若い女性

研究者からの発表である。

発表ではSTAP細胞は胎盤

にもなり、2011年末には緑

色に光るマウスが生まれた。

多機能細胞で立証とした発

表で掲載したマウス胎児の

写真は、全体が緑色に光っ

た、とても象徴的なもので

あった。

小保方さんによる英『ネ

イチャー』誌への初めての

論文投稿では、査読審査で

「何百年という細胞生物学

の歴史を愚弄している」と

まで言われ、却下されたこ

とがある。

掲載されたSTAP細胞の論

文では、データの不足が指

摘されていて、現在、調査

に入っている。追証試験の

結果も未だ報告されていな

いが、結果がはっきりする

のには、早くても半年は掛

かるのではなかろうか。

3月4日、理化学研究所か

ら追試のための実験方法の

解説が、英文で発表された。

3月10日、ネイチャー投稿

論文と博士論文の写真資料

は同じものであると指摘が

あり、論文取り下げのこと

も示唆される報道だった。

組織チームとしての研究だ

から、正確なデータの対応

にも問題が潜んでいるのか

もしれない。

3月15日、理化学研究所の

会見発表があった。

①STAP細胞の写真は、3年

前の小保方さんの博士論文

と同じものであること。

②電気泳動クロマトグラ

フィの写真は、鮮明写真と

の一部切り貼りだったこと。

③他の論文のコピー部分

があること。

理研では今後の対処とし

て、研究者への注意を喚起

するコメントを発表した。

そして今後、STAP細胞の

追試再現が必要だとの見解

も発表している。

一方、論文の共著者であ

る米バカンティー教授は、S

TAP細胞の存在は事実なので

論文取り下げの必要はない

と言っている。

DNA糸状構造にはヒストン

修飾がある、ヒストン分子

に糸状構造が巻き付くと、

その部分は遺伝情報が発現

せず、それぞれの部位機能

の細胞になるが、細胞初期

化はヒストンの絡みつきを

解きほぐした糸状DNA構造を

持つ細胞とすることなのだ

ろうと考えられる。これが

幹細胞と解釈できないだろ

うか。

いずれにしても、この研

究が世界から認められるこ

とを願い、注視して見守る

必要があるだろう。
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